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Ⅱ．調査結果 

Ｑ12－１ あなたは、鳥インフルエンザや口蹄疫などの家畜伝染病について、新聞、テレビ、イン

ターネット等で見聞きされたことがありますか。（○は１つ） 

 

Ｑ12－２ 万が一、上記のような家畜伝染病が県内で発生した場合、特にどのようなことが心配で

すか。（○は２つまで） 
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１２．安心・安全な畜産物の生産 

  

１２－１．家畜伝染病についての見聞きの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜伝染病についての見聞きの有無について、「ある」は 98.1％、「ない」は 0.4％となっている。 

 

 

１２－２．家畜伝染病が県内で発生した場合に心配なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜伝染病が県内で発生した場合に心配なことについて、「家畜伝染病の感染拡大」が56.1％と最も

高く、次いで「県内畜産物の安全性」（42.5％）、「人やペットへの感染」（33.4％）などの順となって

いる。 

家畜伝染病の感染拡大 

県内畜産物の安全性 

人やペットへの感染 

県内畜産物や農林水産物への風評被害 

消毒薬の散布等による環境や健康への影

響 

県内の経済活動全体への影響 

感染家畜の処分方法 

その他 

無回答 

イベントや地域行事などの自粛 

防疫対策による各種の規制（畜産物の流

通規制、発生地周辺の立入規制） 
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Ⅱ．調査結果 

Ｑ12－３ 消費者に安心してもらうためには、畜産物の生産農場はどのような取組をすべきだと思

いますか。（○は２つまで） 
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１２－３．消費者に安心してもらうために畜産物の生産農場がすべき取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者に安心してもらうために畜産物の生産農場がすべき取組について、「家畜伝染病発生時の速や

かな対応」が50.4％と最も高く、次いで「家畜伝染病予防法などの法令遵守」（48.1％）、「自主的な消

毒や検査」（25.4％）などの順となっている。 

 

 

 

  

家畜伝染病発生時の速やかな対応 

家畜伝染病予防法などの法令遵守 

自主的な消毒や検査 

衛生管理システムの構築（ＩＳＯやＨＡ

ＣＣＰの導入） 

 
動物用医薬品や農薬の適正な使用 

生産管理方法などの積極的な情報提供 

農場の施設見学などの消費者との交流 

その他 

無回答 
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Ⅱ．調査結果 

Ｑ12－４ 県民に安心して県産の畜産物を食べてもらうために、県が力を入れるべき対策は何だと

思いますか。（○は２つまで） 
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１２－４．県民に安心して県産の畜産物を食べてもらうために県が力を入れるべき対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民に安心して県産の畜産物を食べてもらうために県が力を入れるべき対策について、「農場の衛生

管理システム構築への支援」が37.8％と最も高く、次いで「家畜伝染病発生時の正確・迅速な情報提

供」（34.3％）、「農場に対する監視・指導」（29.9％）などの順となっている。 

 

 

 

農場の衛生管理システム構築への支援 

家畜伝染病発生時の正確・迅速な情報提

供 

 
農場に対する監視・指導 

家畜伝染病の発生に備えた体制整備 

（消毒薬等防疫資材の備蓄など） 

家畜伝染病等の検査機器・施設の整備 

生産性向上に向けた農地の拡大や施設整

備 

県内産飼料（飼料用の米やイネ）の確保 

その他 

無回答 

消費者の声を反映させる仕組みづくり 

県産畜産物の消費促進のための広報活動 


